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不動産投資信託債券国内・海外 株式

　投資信託とはたくさんの人から集めた資金をひとつにまとめ、それを運用の専門家である投資信託会社が信託銀行を通じて、海
外や日本の「株式」や「債券」、「不動産投資信託」などに投資・運用する金融商品です。その運用成果はそれぞれの保有割合に応じ
て分配されます。

非課税（NISA）口座で購入した投資信託で得られた分配金、譲渡(売却）益が非課税になる制度です。
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・「つみたて投資枠」と「成長投資枠」の併用が可能
・非課税保有期間が無期限
・年間投資枠が360万円、非課税保有限度額が総枠で1,800万円（売却した場合、翌年に非課税保有限度額
の再利用が可能）

少ない金額から購入できます。
株式投資や債券投資にはある程度まとまった資金が必要ですが、
投資信託は１万円程度から手軽に始めることができます。

株式や債券などへ分散投資します。
投資信託は、複数の投資対象に資金を分散して投資しますので、リ
スクを減らしつつリターンを高める運用を目指すことができます。

専門家が運用します。
個人で株式や債券などの投資について必要な知識や技術を身に
つけることは難しいものです。投資信託は運用の専門家である投
資信託会社がお客様に代わって運用します。

ご購入時に直接ご負担いただく費用で、各ファンドの買付時の
1口あたりの基準価額（買付金額）に、各ファンド所定の手数料率、
約定口数を乗じて得た額です。
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投資信託とは

投資信託にかかる費用・手数料等について

どんなメリットがあるの？

な
ど

直
接
的

購入時手数料 ご購入時

ご換金時にご負担いただく費用で、換金時の基準価額に対して、
各ファンド所定の料率を乗じた額です。ご換金の際には、ご換金
時の基準価額から信託財産留保額を控除した価額（換金価額）に
て換金代金が算出されます。

信託財産留保額 ご換金時

保有時に間接的にご負担いただく費用で、原則として、信託財産
の純資産総額に対して、各ファンド所定の料率を乗じた額です。
日々計算され、信託財産の中からご負担いただきます。間

接
的

運用管理費用 保有中

保有中
売買委託手数料（運用する株式等の売買に際し証券会社に支払
う手数料）、監査費用（投資信託の運用・管理が適正に行われてい
るか監査を受けるための費用）などがかかります。ファンド毎に異
なりますので、詳しくは目論見書でご確認ください。

その他

※その他詳細につきましては、各ファンドの投資信託説明書（目論見書）等をご覧ください。
　なお、投資信託に関する手数料の合計は、お申込金額、保有期間等により異なりますので表示することはできません。

NISA制度について

投資信託には以下のようなリスクがありますので、元本および利回り、分配金の保証はありません。
これらのリスクはお客様ご自身が負担することとなります。ファンドによってリスクが異なります。
各ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）に記載しておりますので、必ずご覧ください。

メリットもあればデメリットもあるのが「投資信託」です。ここではリスクについて簡単にお話します。

投資信託のリスク

資産運用の世界ではリスクとリターンは切り離せない関係にあります。一般にリスクと聞いて思い浮かべるのは、“危険” や “損失”
ではないでしょうか。しかし、資産運用におけるリスクとは、資産の値動きの振れ幅のことをいいます。ある程度の値動きがないと
値上がりは追求できませんが、値動きが大きなファンドに集中しすぎると思わぬ損失を被る可能性があります。

リスクと基準価額の変動イメージ

リスクとの上手なつきあい方

どんな
リスクがあるの？

❹信用リスク  
有価証券の発行体が財政難、経営不振、その他の理由により、借入金等を
あらかじめ決められた条件で支払うことができなくなるリスクをいいます。

❺不動産投信（リート）の価格変動リスク 
経済情勢の変化、不動産市況（不動産価格、賃料相場、入居率）等により、不
動産投信（リート）の価格が変動するリスクをいいます。

❻カントリーリスク 
投資対象国の政治・経済情勢などの不安定化や混乱により、証券市場や為
替市場等が影響を受けて投資対象の価格が変動するリスクをいいます。

❼流動性リスク  
有価証券の取得、売却時の売買価格は取引量の大きさに影響を受け、期待
できる価格どおりに取引できないリスク、評価価格どおりに売却できないリ
スク、あるいは、価格の高低に関わらず取引量が限られてしまうリスクがあ
り、その結果、不測の損失を被るリスクをいいます。

その他のリスク 
その他のリスクおよびリスクの詳細については、各ファンドの投資信託説明
書（交付目論見書）に記載してありますので、必ずご覧ください。

★上記の番号を投資信託ラインナップの「主なリスク」にあてはめてご覧ください。

◆資産分散
資金を1つの金融資産にまとめて投資せず、さまざまな種類に分
散して投資すればリスクも分散され、安定度は増します。投資対
象の異なる投資信託をいくつか保有することで、複数の資産に
対して投資することが可能になります。また、1つの投資信託の
中で、複数の資産に対して投資を行っている投資信託もあります。

◆長期運用
市場は、短期間でみると一
時的要因で大きく変動するこ
とがありますが、長期間でみ
ると、この変動リスクが小さ
くなる傾向があります。

◆時間分散
一度に全額を投資するのではなく、何回か
に分けて投資したり、毎月一定額を積み立
てるなどの方法で購入時期を分散させるこ
とによって、一度に投資するよりも平均購
入単価を安定させる効果が期待できます。

❶金利変動リスク
金利の変動によって債
券価格が変動するリス
クをいいます。

金利 債券の価格 基準価額
（投信の価格）

低下 上昇 上昇要因
上昇 下落 下落要因

❷株価変動リスク
経済情勢や企業業績
等の変化により株価が
変動するリスクをいい
ます。

株式市況 株価 基準価額
（投信の価格）

悪化 下落 下落要因
改善 上昇 上昇要因

❸為替変動リスク
外国為替相場の変動
により外貨建資産の
円換算価格が変動す
るリスクをいいます。

為替 資産価値 基準価額
（投信の価格）

円高 下落 下落要因
円安 上昇 上昇要因

◆ローリスクローリターン ◆ハイリスクハイリターン
右に行くほど基準価額の変動が大きくなります。

※図の順列は一例で、投資環境によって入れ替わります。

一般的に期待できる収益が大きいほど振れ幅は大きく
（リスクが高くなる）なる傾向があります。

一般的にファンドは、投資対象によって値動き（リスク）の大きさが異なる
傾向があります。

リスクをなくすことはできませんが、上手につきあうコツはあります。
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※①整理・監理銘柄②信託期間20年未満、毎月分配型の投資信託およびデリバティブ取引を用いた一定の投資信託等を除外

非課税保有期間 無期限
恒久

18歳以上

120万円

1,800万円

240万円

長期の積立・分散投資に適した一定の投資信託 上場株式・投資信託等※

1,200万円（内数）

投資枠

年間投資枠
口座開設期間

対象年齢
投資対象商品

非課税保有限度額
（総枠）

つみたて投資枠 成長投資枠
2024年からのNISA制度（併用可）


